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髙木竜馬さん応援レポート
第52回日伊声楽コンコルソ2016

本選／表彰式
2016年７月17日（日）

東京文化会館小ホール

声楽コンクールでのコンサート
日伊声楽コンコルソ。次世代の日本オペラ界を
担う人材発掘を目指して行なわれる国内有数
の声楽コンクールである。この日は第52回日
伊声楽コンコルソの本選および表彰式。イタリ
ア・オペラのアリアと歌曲を課題曲とした当コン
コルソは、きわめて専門的、かつ芸術性の高い
コンクールとして位置付けられている。毎年、
100人を超える全国からの応募者で競われ
これまでにイタリアをはじめ、世界の舞台で活
躍する優秀な声楽家を多数輩出しているコン
クールである。今回のエントリーは118名。審査
員には、世界で活躍するオペラ歌手やアーティ
ストの方々が、名を連ねている。
なお、財団は数年前から助成事業として日伊
声楽コンコルソの支援を続けている。過去にお
いては、財団の声楽部門奨学生であられた
方々が数多く入賞されている。選考委員のお
一人である堀内康雄氏は奨学生OBであり、９
月８日の財団45周年コンサートにもご出演いた
だく予定である。

本選と表彰式のあいだに予定されている髙木
竜馬さんのコンサート。「ミニコンサート」との位
置づけだが、ピアノの名曲を並べたプログラム
にそそられる。本選の開演は14:00。髙木さん
は本選後に登場し、ピアノの名曲５曲を演奏し
てくれる予定である。

会場の東京文化会館小ホールは、言わず
としれた名ホール。音響の素晴らしさには
定評がある。声楽家の方々の歌声も、髙木
さんのピアノも楽しみだ。
３連休の上野の森は大混雑。蒸し蒸しとし
た気候などいざしれず、駅前から多くの
人、人、人。
「・・・本日の公演、メインは当然のことなが
らコンクール本選ですので、自分がミニコン
サートをする意義は、コンクールに集中して
聴かれていたお客様にリラックスして聴い
て頂くことだと認識しております。いわば、
アンコールの立場と思われますので、曲目
も親しみやすくアンコールに向いている曲
を中心に予定しています」と、髙木さんの事
前のコメントも届いている。
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14:00から始まった本選。予選を勝ち抜いた10名
の出場者の方々が朗々と美しい歌声を聴かせてく
れる。ソプラノ、メゾ、テノール、バリトン、バス・・・
素晴らしい歌声にうっとり。

休憩をはさみ髙木さんの出番。本日の髙木さんの
プログラムには、ピアノの珠玉の名曲が並ぶ。表
彰式までの時間、５曲が奏でられる予定である。

大きな拍手に包まれて髙木さん登場。
１曲目、 スカルラッティのソナタ 。「始まりにふさわ

しい曲。可愛らしいというか繊細な曲です。スカル
ラッティはイタリア生まれですがスペインで長く過
ごし、当時のスペイン王女・バルバラ王女殿下の
ピアノの先生を務めていました。王女は音楽に造
詣が深く、最新型のピアノを取り寄せたそうです。
ピアノが届いたときの王女のわくわくした感じ、高
揚感が表れるように弾くことができれば」と髙木さ
ん。

２曲目、 ショパン の幻想即興曲。「『即興曲』という

こともあり、歌心といいますか、歌い方について
は、幾つかのパターンの引き出しを準備しておき、
その日その時のインスピレーションにゆだねて 、

いかに即興的に響かせることが出来るかというこ
とを考えています。幻想的な雰囲気を出して弾くこ
とができたらと」。愛される名曲、身体でリズムを
取りながら聴き入る方々も。

珠玉の名曲をダイナミックに聴かせる

写真ご提供：日伊音楽協会

次の曲は、 ラフマニノフ「パガニー
ニの主題による狂詩曲より 第18変
奏曲 変ニ長調」 （江口玲 編曲） 。

先日の財団総会で、急なリクエスト
に応え披露してくれた曲だ。数年
前に江口先生にお目にかかった際、
「ぜひ弾かせていただきたい」とお
願いし、レパートリーに加わった曲
なのだとか。ダイナミックに聴かせ
てくれた。

「・・・ラフマニノフは変奏曲の天才
と思っています。発展のさせかた
が本当に素晴らしくて。原曲はラフ
マニノフが、ロシア革命のあと逃げ
るように米国へ亡命した後に作ら
れた曲です。変ニ長調という調性
は、すごくかけはなれた世界であり、
ロマンティシズムにあふれるという
か、ノスタルジーを感じさせます。
麦畑、ライラック、白樺・・・ラフマニ
ノフの中のロシアへの強い郷愁が、
この変ニ長調という調性にあらわ
れたのではないかと感じています」
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声楽ファンの皆様からの美声のブラヴォー

写真はホワイエに設置されたモニター画像を撮影したものです

４曲目、 バラキレフ の「東洋風幻想曲 イス
ラメイ 変ニ長調」。昨年12月の財団コン

サートでも圧巻の演奏を披露してくれた曲
である。

「・・・この曲はバラキレフ自身が『技巧的曲
を書く』という目的で書いた曲、いわゆる
『ヴィルトゥオーゾ』ピースです。ラヴェルが、
やはり超絶技巧曲である『夜のガスパー
ル』を書いたとき、このイスラメイを技巧的
に超えてやる！という意気込みだったとい
う話や、リストが毎日この曲を練習し技術
の衰えを防いだという話が伝わっていま
す」。

東洋の雰囲気を漂わせる曲調、バラキレフ
が中央アジアのコーサカス・タタールを訪
れた際、その地の民謡やリズムを学んで書
き上げた作品なのだそう。独特のリズム、
とにかく難しそうな調べに圧倒される。

「・・・技術的側面をたくさんお見せしたいと
いう面と同時に、民族的な美しいメロディー、
その両面を表現したいという思いで弾きま
した」と髙木さん。会場からは大喝采、毎曲
ごとに飛んでいたブラヴォーが、ひときわ
大きく、あちらこちらから。

プログラムラストの曲、 ショパンの英雄ポ

ロネーズ。髙木さんのリサイタルの際、ア
ンコールで披露してくれる曲のひとつであ
る。「・・・みなさんお好きな曲ですし、終わ
り方が、ラストにふさわしいと思って選びま
した」「ショパンは甘美な曲が多く、『優しい
人』といった人物像に扱われる傾向があり
ますが、僕はショパンはもっと強い人だっ
たのではないかと。強い祖国愛のもと、音
楽によって、それを訴え続けていたように
感じています。マズルカなど、ポーランドに
根付いた曲を数多く発表していますし、こ
の英雄ポロネーズも、祖国復興の想いを
込めた曲だと思っています」。

ブラヴォーの声と大きな拍手に迎えられ、
アンコール曲。プロコフィエフの「３つのオ
レンジのための恋」より行進曲。

「・・・声楽のコンクールでしたから、最後は
オペラの編曲で締めたいなと思いまして。
短い時間で華やかな曲をと選びました」。

軽快なリズムを刻み、満場の拍手を受け
ての終演だった。
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ホールの響きを堪能しながらの圧巻の演奏

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の髙木さんに話を聞いた；

－本日のプログラムは；

「・・・主催である『日伊音楽協会』から、「イタ
リアの作曲家のものを」というご要望をいた
だき、最初にスカルラッティをもってきました。
また、昨年12月の財団コンサートに足をお
運びいただいていたとのことで、『あの時の
曲をぜひ』とのリクエストをいただきましたの
で本日の構成となりました」。

『・・・コンクールに集中して聴かれていたお
客様にリラックスして聴いてければ・・・』とい
う事前のコメントどおり、親しみやすく愛され
ている名曲を中心に、圧巻の演奏を聴かせ
てくれた。

－ブラヴォー、本当にたくさんいただきまし
たね；

「・・・東京文化会館小ホールの響きが素晴
らしかったです。本日はリハーサルがなかっ
たので、どういうふうか確認できずに本番
だったのですが、音響の素晴らしさにうれし
くなってしまいました」

＜演奏会概要＞

◆出演
本選：第52回 日伊声楽コンコルソ予選通過者
ミニコンサート：髙木竜馬(Pf)

◆プログラム
本選：イタリアオペラのアリア、イタリア歌曲

ミニコンサート：
D. スカルラッティ： ソナタ ホ長調 K.380
F. ショパン ：幻想即興曲 嬰ハ短調 作品66
S. ラフマニノフ（江口玲 編曲）：
パガニーニの主題による狂詩曲より 第18変
奏曲 変ニ長調
M. バラキレフ ：東洋風幻想曲 イスラメイ 変ニ
長調
F. ショパン ：英雄ポロネーズ 変イ長調 作品
53

アンコール曲
プロコフィエフ：「３つのオレンジのための愛」よ
り行進曲

終演後、楽屋で

「・・・一番意識をしていたことは、（小
ホールは）天井高があるので、音を上に
あげて会場に響き渡らすことができるよ
うな、そういう演奏をと。『思い通りの響き
を聴いていただくことが出来たら』と思い
ながら演奏しました」

「・・・ホールの響きを堪能させていただき
ました。終わるのが寂しくなってしまうよ
うな状況でした。お客様の中に声楽がお
好きな方が多かったようで、ブラヴォー
の声質が素晴らしかったです」

「そういう中で弾かせていただくと、こちら
もどんどん気持ちが乗ってきます。そうし
た客席との相互反応、こちらが発信をし
て、お客様がそれを受け取ってくださると
いう、何と言いますかやりとりの妙を、と
ても感じます。あのような雰囲気の中で
弾かせていただいて、ほんとうにしあわ
せでした」

この夏の一時帰国では、数々のリサイタ
ルが続く。
「・・・・ウィーン ハプスブルク家の流麗で

雅な雰囲気を称えるモーツァルトのソナタ
と、ウィーンを訪れた際に楽想を得て書か
れた天国的なシューマンによるアラベスク。
対して、ベートーヴェンの熱情とシューマ
ンの交響的変奏曲には、ゲルマン民族の
民族性が暗澹と漂っています。その対比
を聴いて頂けましたら幸いです」と意気込
みを語ってくれた。

髙木さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（P.1）】
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【コンサート・プログラム（P.2）】
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【コンサート・プログラム（P.3）】
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【コンサート・プログラム P.４】


